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〈平成20年7月1日現在〉 
 ●人口 20,351 人（前月比－25 人） 
 　　男： 9,769 人 
 　　女： 10,582 人 
 ●世帯数 6,964 世帯（前月比－2 世帯） 

8月号の主な内容 

●後期高齢者医療保険料制度の一部改正 
●町職員（管理栄養士）の募集 
●まんのう町国際交流協会　会員募集 
●8／2、3　まんのうフェスティバル開催 
●8／13　ことなみサマーフェスタ開催 
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献穀斎田　御田植祭 



　

７
月
10
日
付
け
で
お
送
り
し
た
「
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
を

受
け
取
っ
た
被
保
険
者
の
う
ち
、
次
の
要

件
を
満
た
す
方
は
、
保
険
料
額
を
さ
ら
に

軽
減
し
た
上
で
、
８
月
以
降
、「
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
額
変
更
通
知
書
」
を
お

送
り
し
ま
す
。

均
等
割
額
が
さ
ら
に
約
15
％
軽
減

　

対
象
と
な
る
の
は
、
７
割
軽
減
世

帯
の
方
（
下
図
の
「
⑦
軽
減
額
」
の
欄

に
、
３
３
、３
９
０
円
と
記
載
さ
れ
て
い

る
方
）
で
す
。

　

均
等
割
の
み
か
か
っ
て
い
る
７
割
軽
減

世
帯
の
方
で
、
す
で
に
４
月
か
ら
特
別
徴

収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、
10
月
以
降
の
特
別
徴
収
は
行
わ

れ
ま
せ
ん
。
均
等
割
に
加
え
て
所
得
割
も

か
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
普
通
徴
収
（
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）
に
切
り
替
わ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

７
割
軽
減
世
帯
で
当
初
か
ら
普
通
徴
収

の
方
は
、
納
め
方
は
変
わ
ら
ず
、
８
月
以

降
に
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

所
得
割
額
が
一
律
50
％
軽
減

　

対
象
は
、
所
得
割
が
か
か
っ
て
い
て
、

下
図
の
「
①
賦
課
の
も
と
と
な
る
所
得
金

額
」
の
欄
に
、
58
万
以
下
の
金
額
が
記
載

さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

普
通
徴
収
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す

　

一
定
の
要
件
（
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ

か
）
を
満
た
す
場
合
、
被
保
険
者
の
申
し

出
に
よ
り
、
保
険
料
を
特
別
徴
収
か
ら
普

通
徴
収
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

① 

被
保
険
者
本
人
が
、
直
近
２
年
間
国
民

健
康
保
険
税
の
滞
納
が
な
く
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
を
自
己
の
口
座
か
ら

振
替
納
付
す
る
場
合

② 

被
保
険
者
本
人
の
年
金
収
入
額
が

１
８
０
万
円
未
満
で
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
を
世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
の

口
座
か
ら
振
替
納
付
す
る
場
合

■
ま
ず
は
窓
口
に
ご
相
談
を

　

納
付
方
法
の
変
更
を
ご
希
望
さ
れ
る
方

は
、
町
役
場
税
務
課
、
各
支
所
の
い
ず
れ

か
の
窓
口
に
一
度
お
越
し
く
だ
さ
い
。
そ

の
際
に
、
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
か
ど

う
か
を
確
認
し
た
上
で
、
今
後
の
必
要
な

手
続
き
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務

局　

薀
０
８
７
（
８
１
１
）
１
８
６
６

ま
ん
の
う
町
税
務
課

　

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
０
１
０
４

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
方
々
へ

通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て

い
ま
す

　

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い
る
次
の

も
の
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

① 

終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら

れ
た
方
で
、
上
陸
港
の
税
関
や
海
運
局

に
預
け
ら
れ
た
通
貨
や
証
券
な
ど

② 

外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
領
事
館
な

ど
に
預
け
ら
れ
た
証
券
な
ど
の
う
ち
、

日
本
に
送
還
さ
れ
た
も
の

　

返
還
の
申
し
出
は
、
ご
本
人
だ
け
で
な

く
、
ご
家
族
の
方
で
も
結
構
で
す
。
お
心

当
た
り
の
方
は
、
最
寄
り
の
税
関
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

坂
出
税
関
支
署

　

薀
０
８
７
７
（
４
４
）
９
２
１
０

８
月
は「
電
気
使
用
安
全
月
間
」で
す

　

夏
は
水
を
使
う
機
会
が
多
い
上
に
、
暑

さ
で
汗
を
か
き
や
す
く
な
る
た
め
感
電
事

故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
電
気
製
品

を
扱
う
と
き
は
、
忙
し
い
と
き
で
も
、
手

を
よ
く
ふ
い
て
か
ら
取
り
扱
う
習
慣
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

譛
四
国
電
気
保
安
協
会
香
川
支
部
丸
亀
事

業
所　

薀
０
８
７
７
（
５
８
）
６
５
５
５

2

後期高齢者医療保険料・税関からのお知らせ・電気使用安全月間

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
当
初
よ
り
さ
ら
に
軽
減
さ
れ
、

普
通
徴
収
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す

「保険料額決定通知書」の1ページ（下段）をご覧ください 
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保険料算定の基礎 

①賦課のもととなる所得金額 ②所得割率 ③所得割額（①×②） ④均等割額 

8.98% 

⑦軽減額 

33,390円 

⑥限度超過額 ⑧年保険料額（⑤－⑥－⑦） 月数 ⑨月割減額 

××××× ××××× 

××××× ×× ××××× 

47,700円 

××××× 



　

今
年
度
の
特
定
健
康
診
査（
特
定
健
診
）

の
受
診
結
果
は
い
か
が
で
し
た
か
。

　

町
で
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
内
臓
脂
肪
に
よ
る
心
筋
梗
塞
や
脳
卒

中
に
か
か
る
危
険
性
の
高
い
状
態
）
を
防

ぐ
た
め
に
、
こ
の
４
月
か
ら
法
律
で
保
険

者
に
義
務
付
け
ら
れ
た「
特
定
保
健
指
導
」

の
実
施
に
先
駆
け
、
昨
年
度
か
ら
試
行
的

に
、
こ
の
指
導
（
国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教

室
）
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

■
昨
年
度
受
講
生
の
声

体
重
約
５
㎏
減
、
腹
囲
２
・
５
㎝
減

（
神
野
地
区　

今
田
定
さ
ん
）

　

毎
日
、
ご
飯
は
普
通
の
茶
わ
ん
で
八
分

目
程
に
し
て
、
野
菜
を
多
く
取
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
た
ば
こ
を
吸
う
の
を
止
め

て
か
ら
、
お
菓
子
に
手
を
出
す
習
慣
が
、

今
回
の
教
室
で
改
善
さ
れ
た
の
が
一
番
の

効
果
で
し
た
。
教
室
の
中
で
目
指
し
た
目

標
体
重
に
は
、あ
と
も
う
少
し
で
し
た
が
、

今
後
も
引
き
続
き
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま

す
。

体
重
４
㎏
減
、
腹
囲
３
㎝
減

（
神
野
地
区　

多
田
闍
志
さ
ん
）

　

は
じ
め
の
う
ち
は
、
食
事
は
、
油
分
を

少
な
く
野
菜
を
多
く
取
り
入
れ
、
腹
八
分

目
に
し
、
室
内
運
動
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど

指
導
を
受
け
た
こ
と
を
実
行
し
な
が
ら
、

体
重
を
測
っ
た
り
、
腹
囲
を
測
っ
た
り

し
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
し
た

が
、
継
続
の
難
し
さ
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
で
は
、
指
導
を
受
け
る

前
よ
り
生
活
が
変
化
し
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
生
活
の
中
で
、
何
か
に
つ
け
、
体
重

を
減
ら
す
指
導
を
思
い
出
し
、
そ
れ
に
向

け
て
楽
し
み
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
カ
ロ
リ
ー
に
気
を
付
け
、

野
菜
を
多
く
取
り
、
運
動
を
心
掛
け
た
い

と
思
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
お

世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

サ
ラ
サ
ラ
血
液
に

（
長
炭
地
区　

畠
文
子
さ
ん
）

　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
に
何
回
か
で
す
が

参
加
で
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

仕
事
の
関
係
も
あ
り
、
も
と
も
と
身
体

を
動
か
す
こ
と
は
好
き
な
方
で
し
た
が
、

年
を
重
ね
る
ご
と
に
最
近
は
、
動
作
も
鈍

く
な
り
、
力
も
弱
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
教
室
に
参
加
し
て
か
ら
は
、

大
変
で
す
が
、
万
歩
計
を
装
着
し
て
歩

数
を
記
録
す
る
こ
と
が
日
課
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
病
院
で
の
血
液
検
査
の
結

果
も
、
教
室
受
講
前
は
な
か
な
か
良
く
な

ら
ず
困
っ
て
い
ま
し
た
が
、
少
し
ず
つ
良

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
時

間
を
見
つ
け
て
体
調
管
理
を
心
掛
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

■
今
年
度
の
内
容

　

対
象
と
な
る
の
は
、
40
〜
74
歳
の
国
民

健
康
保
険
（
国
保
）
加
入
者
の
う
ち
特
定

健
診
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と

判
定
さ
れ
た
方
（
左
図
参
照
）
で
す
。

　

教
室
で
は
、
個
別
支
援
（
１
人
約
１
時

間
）、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
（
２
回
）、
中

間
効
果
判
定
（
血
液
検
査
）、
栄
養
教
室

（
３
回
）、
取
り
組
み
を
振
り
返
る
た
め
の

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■ 

案
内
書
が
届
い
た
方
は
ぜ
ひ
ご
参

加
を

　

今
年
度
も
特
定
健
診
の
結
果
か
ら
該
当

す
る
方
に
「
国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
」

の
ご
案
内
を
し
ま
す
。

　

来
年
の
４
月
に
は
、
内
面
、
外
面
と
も

見
違
え
る
よ
う
な
カ
ラ
ダ
を
こ
の
教
室
で

手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

健
康
増
進
課　

薀
（
７
３
）
０
１
２
６

3

「国保ヘルスアップ教室」でメタボ撃退！

「
国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
」
で
メ
タ
ボ
撃
退
！

　

昨
年
度
、
こ
の
教
室
（
８
月
〜
翌
年
３
月
実
施
）
に
参
加
し
た
１
１
１
人

の
う
ち
約
70
％
の
方
が
、
運
動
習
慣
が
つ
い
た
り
、
食
習
慣
が
改
善
さ
れ
た

り
し
て
、「
体
重
や
腹
囲
が
減
っ
た
」
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

メタボリックシンドロームの判定基準
（腹囲）
男性：85㎝以上、女性：90㎝以上
または
BMI：25以上
※［体重（kg）÷身長（m）÷身長（m）］

　　　　　　＋　上記に加え
（リスク）
①脂質
　中性脂肪：150褂／ dL以上
　または／かつ
　HDLコレステロール：40褂／ dL未満
②血圧
　最高（収縮期）血圧：130㎜ Hg 以上
　または／かつ
　最低（拡張期）血圧：85㎜ Hg以上
③血糖
　空腹時血糖値：100褂／ dL以上
　または／かつ
　ヘモグロビン A1c：5.2％以上
※ ①～③のうち一つでも該当する場合
は、「喫煙歴」も考慮。

リスクの数により「積極的支援」「動機
付け支援」に分けます。



70
〜
74
歳
の
国
保
に
ご
加
入
の
方
に

「
高
齢
受
給
者
証
」
を
お
届
け
し
ま
す

　

７
月
下
旬
、
ま
ん
の
う
町
の
国
民
健

康
保
険
（
国
保
）
に
加
入
し
て
い
る
70
〜

74
歳
の
方
に
「
高
齢
受
給
者
証
」
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
の
窓
口
で
の

負
担
割
合
（
原
則
１
割
、
一
定
以
上
の
所

得
が
あ
る
方
は
３
割
）
は
平
成
20
年
度
の

課
税
所
得
額
を
基
に
判
定
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
お
送
り
し
た
際
の
同

封
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
８
月
１
日
か
ら
は
有
効
期
限

の
切
れ
た
「
高
齢
受
給
者
証
」
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
医
療
機
関
で
受
診
さ
れ

る
場
合
は
新
し
い
「
高
齢
受
給
者
証
」
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
有
効
期
限
の
切
れ

た
「
高
齢
受
給
者
証
」
は
、福
祉
保
険
課
、

各
支
所
、
美
合
出
張
所
で
回
収
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

「
減
額
認
定
証
」
を
お
持
ち
の
方
へ

　

入
院
し
た
と
き
に
請
求
さ
れ
る
医
療
費

に
限
度
額
を
設
け
る
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」
と
、
食
事
代
を
減
額
す
る
「
減
額
認

定
証
」は
、有
効
期
限
が
７
月
31
日
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

８
月
以
降
の
も
の
が
必
要
で
、
ま
だ
手

続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、「
対
象
と

な
る
方
の
被
保
険
者
証
」
と
「
認
め
印
（
世

帯
主
の
も
の
）」
を
ご
持
参
の
上
、
福
祉

保
険
課
、
各
支
所
、
美
合
出
張
所
の
い
ず

れ
か
の
窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

70
〜
74
歳
の
方
に
つ
い
て
は
国
保
の
非
課

税
世
帯
の
方
が
対
象
で
す
。

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
減
額
認
定
証
」

は
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
を
滞
納

し
て
い
る
方
に
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

福
祉
保
険
課　

薀
（
７
３
）
０
１
２
４

国
保
税
の
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天

引
き
）
が
口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す

　

国
保
税
を
直
近
２
年
間
滞
納
し
て
い
な

い
方
が
、
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
す
る
こ

と
を
申
請
し
た
場
合
、
特
別
徴
収
を
中
止

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
前
年

度
ま
で
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
被
用
者
保

険
に
加
入
し
、
保
険
料
を
源
泉
徴
収
さ
れ

て
い
た
方
は
対
象
外
で
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、

税
務
課
、
各
支
所
、
美
合
出
張
所
の
い
ず

れ
か
の
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
、
口
座
振
替
の
手
続
き

を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
事
前
に
町
指
定

の
金
融
機
関
の
窓
口
で
「
預
貯
金
口
座
振

替
依
頼
書
」
を
ご
提
出
い
た
だ
き
（
こ
の

際
、
通
帳
の
届
け
出
印
が
必
要
に
な
り
ま

す
。）、
そ
の
本
人
控
え
も
ご
持
参
の
上
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
の
時
期
に
よ
っ
て
は
、
特
別
徴
収

の
中
止
の
時
期
が
ご
希
望
に
そ
え
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

税
務
課　

薀
（
７
３
）
０
１
０
４

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
へ

　

ご
夫
婦
が
お
そ
ろ
い
で
、
50
年
の
長
い

歳
月
を
家
庭
と
社
会
の
た
め
に
尽
く
さ
れ

た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
、
町
か
ら
金
婚
証

書
と
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

■
該
当
者

　

昭
和
33
年
10
月
１
日
〜
昭
和
34
年
９
月

30
日
に
婚
姻
届
を
出
さ
れ
た
方

　

※ 

ま
ん
の
う
町
が
本
籍
地
で
な
い
方

は
、
本
籍
地
の
市
区
町
村
で
発
行
さ

れ
た
「
戸
籍
謄
本
」
を
一
通
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　

８
月
１
日
（
金
）
〜
9
月
1
日
（
月
）

　

※ 

本
人
か
ら
の
届
け
出
に
よ
り
受
け
付

け
を
し
ま
す
。
な
お
、
期
間
外
の
受

け
付
け
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
受

付
期
間
中
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
届
け
出
先

　

健
康
増
進
課
、
各
支
所
、
美
合
出
張
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

健
康
増
進
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

室　

薀
（
７
３
）
０
１
２
５

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

を
受
け
て
い
る
方
へ

　

今
年
度
か
ら「
現
況
届
」と
併
せ
て
、「
児

童
扶
養
手
当
一
部
支
給
停
止
適
用
除
外
事

由
届
出
書
（
緑
色
の
用
紙
）」
も
提
出
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
該
当
者
に
お
送
り
し
て
い

る
『
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
に
関
す
る
重

要
な
お
知
ら
せ
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限
／
８
月
12
日
（
火
）

◆
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
親
と
生

計
を
共
に
し
て
い
な
い
児
童
の
母
親
な
ど

に
対
し
、
生
活
の
安
定
と
自
立
を
促
進
し

児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
児
童
が

18
歳
に
到
達
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
支

給
さ
れ
る
手
当
。

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、
20

歳
未
満
で
身
体
や
精
神
に
中
程
度
以
上

の
障
害
の
あ
る
児
童
を
ご
家
庭
で
監
護
し

て
い
る
父
母
な
ど
に
対
し
支
給
さ
れ
る
手

当
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

福
祉
保
険
課　

薀
（
７
３
）
０
１
２
４
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平
成
20
年
度
「
８
０
２
０
運
動
」「
よ

い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
が
６
月

５
日
、
満
濃
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
８
０
２
０
運
動
」
の
表
彰
で
は
、
成

人
歯
科
検
診
の
受
診
者
の
中
で
、
自
分
の

歯
が
20
本
以
上
あ
る
80
歳
以
上
の
方
13
人

（
琴
南
地
区
７
人
、
満
濃
地
区
６
人
）
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
「
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
で

は
、
平
成
19
年
度
３
歳
児
健
診
の
受
診
者

で
虫
歯
の
な
か
っ
た
子
供
の
う
ち
、
今
年

の
５
月
22
日
の
歯
科
検
診
で
も
虫
歯
の
な

か
っ
た
子
供
54
人
（
琴
南
地
区
３
人
、
満

濃
地
区
38
人
、
仲
南
地
区
13
人
）
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
合
計
67
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

表
彰
者　
　
（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

８
０
２
０
運
動

大
上
カ
メ
ノ（
中
通
）▽
大
野
節
子（
四
條
）

▽
大
前
十
四
男
（
中
通
）
▽
佐
野
キ
ヌ
コ

（
勝
浦
）
▽
澁
市
文
子
（
羽
間
）
▽
闍
木

ト
ミ
子
（
吉
野
下
）
▽
滝
口
義
明
（
川
東
）

▽
田
中
仁
（
長
尾
）
▽
土
屋
健
（
吉
野
下
）

▽
中
西
敏
男
（
造
田
）
▽
西
鐡
ソ
ノ
ヱ
（
中

通
）
▽
本
屋
敷
方
子
（
四
條
）
▽
宮
下
國

繁
（
勝
浦
）

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

合
葉
友
覇
（
四
條
）
▽
阿
宅
咲
耶
（
七
箇
）

▽
石
川
皓
大
（
岸
上
）
▽
請
川
幸
輝
（
東

高
篠
）
▽
牛
田
燈
（
吉
野
下
）
▽
逢
坂
光

晴
（
四
條
）
▽
大
関
悠
加
（
吉
野
）
▽
大

西
莉
瑚
（
吉
野
下
）
▽
大
貫
華
琳
（
七
箇
）

▽
苧
坂
彩
織
（
炭
所
西
）
▽
香
川
紗
良
（
吉

野
下
）
▽
門
田
愛
梨
（
東
高
篠
）
▽
川
嶋

晃
平
（
公
文
）
▽
川
田
咲
幸
（
吉
野
）
▽

木
村
結
衣
（
羽
間
）
▽
國
重
雄
亮
（
七
箇
）

▽
久
保
孝
太
（
佐
文
）
▽
黒
木
晴
仁
（
吉

野
）
▽
小
亀
凪
（
長
尾
）
▽
米
田
拓
海
（
造

田
）▽
近
藤
舞
雪（
七
箇
）▽
阪
本
果
歩（
吉

野
下
）
▽
塩
塚
愛
奈
（
七
箇
）
▽
篠
原
啓

佑
（
帆
山
）
▽
篠
原
颯
斗
（
羽
間
）
▽
白

井
海
（
吉
野
）
▽
白
井
奏
汰
（
東
高
篠
）

▽
白
川
楓
（
吉
野
）
▽
末
久
叶
子
（
吉
野
）

▽
造
田
有
依
（
吉
野
下
）
▽
曽
我
部
桃
々

華
（
岸
上
）
▽
闍
井
髫
（
七
箇
）
▽
瀧
口

ゆ
ら
（
吉
野
）
▽
竹
内
希
（
吉
野
）
▽
土

屋
多
慧
（
西
高
篠
）
▽
鳥
取
希
保
（
四
條
）

▽
西
岡
風
花（
造
田
）▽
西
原
花
香（
新
目
）

▽
西
村
昌
洋
（
造
田
）
▽
濱
田
ひ
か
る
（
岸

上
）
▽
林
琴
美
（
真
野
）
▽
久
元
幹
太
（
吉

野
下
）
▽
平
松
詩
恩
（
四
條
）
▽
藤
本
花

野
（
東
高
篠
）
▽
増
田
菜
々
（
吉
野
）
▽

増
田
裕
太（
新
目
）▽
松
本
真
緒（
東
高
篠
）

▽
丸
尾
奏
翔（
岸
上
）▽
三
井
龍
生（
大
口
）

▽
道
久
季
京
（
生
間
）
▽
宮
川
竜
也
（
東

高
篠
）
▽
宮
川
弥
音
（
炭
所
西
）
▽
森
近

優
翔
（
追
上
）
▽
山
下
敦
輝
（
吉
野
）
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「8020運動」「よい歯のコンクール」表彰式・かりんmusic festival

平
成
20
年
度
「
８
０
２
０
運
動
」「
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
表
彰
式

第2回かりんmusic festival 開催（入場無料）
◆日時／ 8月24日（日）午後2～4時（開場：午後1時30分）
◆会場／まんのう町町民文化ホール
　出演者は、町内の公民館などで活動している音楽団体
や育児サークル「たけのこ」の子供たち。オカリナ演奏
をはじめ、コーラスやピアノ演奏で、皆さまに音楽を楽
しんでいただけるプログラムになっています。当日は、
「夕焼け小焼け」「異邦人」「浜辺の歌」などの唱歌やポッ
プスを演奏しますので、お楽しみに。
【問い合わせ先】
かりんmusic festival 実行委員会　栗田　薀（77）2136



口
座
振
替
が
便
利
で
安
心

　

口
座
振
替
な
ら
、
金
融
機
関
な
ど
に
行

く
手
間
と
時
間
が
省
け
る
だ
け
で
な
く
、

預
（
貯
）
金
口
座
か
ら
毎
月
自
動
的
に
引

き
落
と
さ
れ
る
の
で
、
納
め
忘
れ
が
な
く

確
実
で
す
。

　

例
え
ば
、「
早
収
割
引
制
度
」（
当
月
末

振
替
に
よ
る
早
割
）
を
申
し
込
む
と
月
額

50
円
割
引
さ
れ
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
や
引
き
落
と
し
に
は
、
手

数
料
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。
金
融
機
関

や
社
会
保
険
事
務
所
の
窓
口
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も

お
支
払
い
可
能

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
支
払
い
は
、
事
前

に
申
込
用
紙
を
ご
提
出
い
た
だ
き
、以
降
、

将
来
の
保
険
料
を
定
期
的
に
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
会
社
が
立
て
替
え
払
い
し
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら
カ
ー
ド
会
員
の

方
に
請
求
す
る
方
法
で
す
。

　

お
支
払
い
方
法
は
、
毎
月
支
払
い
、
一

年
分
支
払
い（
前
納
）、半
年
分
支
払
い（
前

納
）
が
あ
り
ま
す
。
割
引
額
は
、
現
金
前

納
割
引
額
と
同
じ
で
す
。
２
月
、
８
月
中

に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

お
申
し
込
み
方
法
は
、
お
近
く
の
社
会

保
険
事
務
所
、
町
役
場
で
「
国
民
年
金
保

険
料
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
（
変
更
）

申
出
書
」
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

お
得
な
前
納
制
度

　

前
納
制
度
は
、
一
定
期
間
分
の
保
険
料

を
ま
と
め
て
納
め
る
と
、
保
険
料
が
割
引

さ
れ
る
制
度
で
す
。
毎
月
保
険
料
を
納
付

す
る
手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　

前
納
す
る
場
合
の
保
険
料
は
、
年
４
％

の
割
引
（
複
利
現
価
法
）
と
な
っ
て
お
り
、

超
低
金
利
時
代
と
い
わ
れ
る
昨
今
に
お
い

て
、
大
変
お
得
で
す
。

■
一
年
前
納

　

４
月
分
〜
翌
年
３
月
分
を
、
４
月
末

ま
で
に
納
め
ま
す
。
割
引
額
は
、
現
金

納
付
で
３
、０
７
０
円
、
口
座
振
替
で

３
、６
２
０
円
に
な
り
ま
す
。

■
6
カ
月
前
納

　

４
月
分
〜
９
月
分
を
４
月
末
日
ま
で

に
、
10
月
分
〜
翌
年
３
月
分
を
10
月
末
日

ま
で
に
納
め
ま
す
。
割
引
額
は
、
現
金
納

付
で
７
０
０
円
、
口
座
振
替
で
９
８
０
円

に
な
り
ま
す
。

　

１
年
分
、
６
カ
月
分
（
２
月
、
８
月
中

に
手
続
き
が
必
要
。）
以
外
で
も
、
ご
希

望
の
月
か
ら
前
納
で
き
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
方
は
、
社
会
保
険
事
務
所
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
川
社
会
保
険
事
務
局
善
通
寺
事
務
所

国
民
年
金
課　

薀
（
６
２
）
１
６
６
０

も
う
す
ぐ
消
費
税
・
地
方
消
費
税
の

中
間
申
告
・
納
付
期
限
で
す

　

個
人
事
業
者
で
、
平
成
19
年
分
の
確
定

消
費
税
額
が
48
万
円
を
越
え
４
０
０
万
円

以
下
の
方
（
年
１
回
の
中
間
申
告
・
納
付
）

は
、
平
成
20
年
９
月
１
日
（
月
）
ま
で
に

申
告
・
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方
の
振
替
日

は
、
平
成
20
年
９
月
26
日
（
金
）
で
す
。

　

消
費
税
と
地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）

の
納
税
に
は
、
便
利
な
振
替
納
税
を
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

丸
亀
税
務
署

　

薀
０
８
７
７
（
２
３
）
２
２
２
１
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国民年金保険料の納め方・創業定例相談会・消費税の申告納付

便
利
で
お
得
な
方
法
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
方

「
創
業
定
例
相
談
会
」（
予
約
制
）
を

毎
月
２
回
開
催
し
て
い
ま
す

◆
日
時

　

毎
月
第
２
、
第
４
木
曜
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
８
時
（
最
終
受
付
は
午
後
７
時
）

◆
相
談
内
容

　

創
業
ま
た
は
経
営
革
新
に
お
け
る
事
業

計
画
の
立
て
方
や
創
業
の
た
め
の
資
金
相

談
な
ど

◆
主
な
融
資
内
容

・
新
規
開
業
資
金

　

 

限
度
額
は
７
、２
０
０
万
円
（
う
ち
運

転
資
金
４
、８
０
０
万
円
）

・
返
済
期
間

　

設
備
資
金
で
15
年
以
内
、
運
転
資
金
で

５
年
以
内

・
基
準
利
率

　

２
・
５
５
％
〜
（
平
成
20
年
7
月
11
日

現
在
）
な
お
、
使
途
、
返
済
期
間
に
よ
り

利
率
が
異
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

国
民
生
活
金
融
公
庫　

高
松
支
店

　

薀
０
８
７
（
８
５
１
）
０
１
９
８



　

夏
の
季
節
。
台
所
な
ど
か
ら
漂
う
嫌
な

に
お
い
や
虫
の
発
生
な
ど
に
困
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。

効
く
の
が
あ
り
ま
す

　

そ
ん
な
お
困
り
の
方
に
朗
報
で
す
。
そ

れ
が
、「
え
ひ
め
Ａあ

Ｉい
│

２に

」。
ま
ん
の
う
町

環
境
美
化
推
進
協
議
会
（
会
長
／
本
多
弘

氏
）
で
は
、
町
の
職
員
を
講
師
に
招
き
、

そ
の
作
り
方
の
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
え
ひ
め
Ａ
Ｉ
│

２
」
は
、
各
家
庭

に
あ
る
納
豆
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
、ド
ラ
イ
イ
ー

ス
ト
、
砂
糖
で
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
効
果
は
、
流
し
場
の
ぬ
め
り
が
と

れ
た
り
、
生
ご
み
や
ト
イ
レ
の
悪
臭
が
消

え
た
り
な
ど
、
科
学
的
な
研
究
で
も
す
で

に
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
協
議
会
で
は
、
こ
の
「
え
ひ
め
Ａ
Ｉ

│

２
」
を
町
内
の
皆
さ
ん
に
実
際
に
使
っ

て
い
た
だ
こ
う
と
、
平
成
18
年
度
は
延
べ

14
回
（
参
加
者
は
延
べ
１
５
０
人
）、
平

成
19
年
度
は
延
べ
８
回
（
参
加
者
は
延
べ

１
０
０
人
）
に
わ
た
り
作
り
方
の
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

無
料
講
習
会
、
随
時
開
催
中

　

本
協
議
会
で
は
、
１
回
に
つ
き
10
人
以

上
の
方
が
集
ま
れ
ば
、
無
料
で
講
習
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。「
え
ひ
め
Ａ
Ｉ
│

２
」
を

作
る
の
に
必
要
な
材
料
は
、
こ
ち
ら
で
用

意
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、本
協
議
会
事
務
局（
環

境
保
全
課
内
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
お
試
し
を

　

今
回
ご
紹
介
し
た
「
え
ひ
め
Ａ
Ｉ
│

２
」

の
試
供
品
が
、
四
条
公
民
館
と
琴
南
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

効
果
が
実
感
で
き
た
ら
、
今
度
は
周
り
の

み
ん
な
を
誘
っ
て
、
講
習
会
を
申
し
込
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

８
月
３
日
（
日
）

琴
南
地
区
の
一
斉
清
掃
を
行
い
ま
す

■
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
工
夫
例

①
近
く
へ
の
外
出
に
は
、
自
転
車
利
用

　

↓
体
が
健
康
に
、

　
　

ガ
ソ
リ
ン
代

　
　

節
約

②
生
ご
み
を
出
す
と
き
は
水
気
を
切
る

　

↓
重
さ
が
軽
く

　
　

な
り
、
持
ち

　
　

運
び
便
利

③
冷
蔵
庫
に
は
物
を
詰
め
込
み
す
ぎ
な
い

④
家
電
製
品
は
省
エ
ネ
タ
イ
プ
を

⑤ 

電
気
を
使
わ
な
い
と
き
は
、
電
源
プ
ラ

グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
く

　

↓
食
費
・
電
気
代
節
約

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
愛
称

　

香
川
県
人
権
啓
発
推
進
会
議
が
目
指
す

「
す
べ
て
の
県
民
が
、
同
和
問
題
を
は
じ
め

と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
を
自
分
自

身
の
課
題
と
し
て
認
識
し
、
差
別
意
識
の

解
消
に
取
り
組
む
」
と
い
う
こ
と
を
広
く

県
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
る
の
が
目
的
で
す
。

■
募
集
期
間
／
９
月
16
日
（
火
）
ま
で

　
　
　
　
　
　

※
当
日
の
消
印
有
効

人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

い
じ
め
や
差
別
、
偏
見
な
ど
の
人
権

問
題
に
悩
み
苦
し
ん
で
い
る
「
ひ
と
」
に

対
し
て
応
援
す
る
思
い
を
、
60
字
程
度
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

募
集
期
間
／
８
月
１
日
（
金
）
〜
11
月

10
日
（
月
）
※
必
着

　

応
募
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

h
ttp
:/
/
w
w
w
.p
ref.k

ag
aw
a.jp
/

dow
aseisaku/　

（
ね
っ
と
人
権
学
習
館

か
が
わ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
応
募
先
／
問
い
合
わ
せ
先
】

香
川
県
人
権
啓
発
推
進
会
議
事
務
局

　

〒
７
６
０
│
８
５
７
０

　

香
川
県
高
松
市
番
町
４
丁
目
１
│
10

　

香
川
県
総
務
部
人
権
・
同
和
政
策
課
内

　

薀
０
８
７（
８
３
２
）３
２
０
３（
直
通
）

7

環境保全課からのお知らせ・香川県人権啓発推進会議設立25周年記念事業

環
境
保
全
課
の
お
知
ら
せ
…
…
…
…
…
…
…
…

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

薀
（
７
３
）
０
１
２
３

6/29実施の講習会の様子
（神野母子愛育会の皆さん）

生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で

自
分
も
得
し
て
、
み
ん
な
も
得
に

̶　日程表公開中　̶
トップページの
「くらしのガイド」
→ 「生活・環境」「ごみ・
し尿」
→ 「平成20年度まんの
う町ごみ収集日程表」

ごみ収集日はいつかな？
そんなときは、

町ホームページへアクセス

「
人
権
啓
発
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
」・「
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
募
集



ま
ん
の
う
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
　

個
人
住
民
税
に
お
け
る
寄
附
金
税
制
の

拡
充
や
、
個
人
住
民
税
に
お
け
る
公
的
年

金
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
の
導
入
（
平
成

21
年
10
月
支
給
分
か
ら
実
施
）
な
ど
で
右

条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
監
査
委
員
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

右
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
母
子
家
庭
等
医
療
費
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

右
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
乳
幼
児
等
医
療
費
支
給
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

町
が
、
乳
幼
児
等
医
療
費
の
一
部
を
直

接
、
保
険
医
療
機
関
な
ど
に
支
払
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費

支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
　

広
報
ま
ん
の
う
７
月
号
（
15
ペ
ー
ジ
）

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

ま
ん
の
う
町
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

給
水
人
口
が
１
万
１
、
６
０
０
人

に
、
１
日
最
大
給
水
量
が
４
、６
０
０
裙

に
改
正
さ
れ
、給
水
区
域
に
買
田
地
区（
岡

下
、
中
手
、
郷
見
、
南
畑
、
谷
奥
、
小
倉
、

夏
目
、
皿
池
、
宮
向
、
高
座
、
峠
の
全
部
）

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
簡
易
水
道
設
置
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

仲
南
簡
易
水
道
の
給
水
区
域
か
ら
買
田

地
区
が
削
除
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
ま
ん
の
う
町
一
般
会
計
補
正

予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
８
、０
７
４
万
３
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ
90

億
２
、４
１
４
万
３
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
学
校
施
設
整
備
事
業
の
た
め
の
地
方

債
の
限
度
額
が
、
１
億
８
、７
０
０
万
円

に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
ま
ん
の
う
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
８
６
万
５
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ
21

億
２
、２
０
６
万
５
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
ま
ん
の
う
町
老
人
保
健
特
別

会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
４
、４
９
８
万
３
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ

３
億
６
、６
１
３
万
６
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

中
讃
広
域
行
政
事
務
組
合
の
共
同
処
理
す

る
事
務
の
変
更
及
び
中
讃
広
域
行
政
事
務

組
合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

中
讃
広
域
行
政
事
務
組
合
規
約
中
の
共

同
処
理
す
る
事
務
に
、
中
讃
圏
域
健
康
生

き
が
い
中
核
事
業
の
推
進
お
よ
び
実
施
に

関
す
る
こ
と
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

「
平
成
20
年
度
都
市
公
園
等
統
合
補
助
事
業

満
濃
町
総
合
公
園
整
備
工
事
（
１
工
区
）」

　

条
件
付
き
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
、
横

山
片
倉
朱
雀
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

体
（
株
式
会
社
横
山
組
、
株
式
会
社
片

倉
工
務
店
、
株
式
会
社
朱
雀
産
業
）
と

８
、１
３
７
万
５
千
円
で
契
約
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

「
平
成
20
年
度
都
市
公
園
等
統
合
補
助
事
業

満
濃
町
総
合
公
園
整
備
工
事
（
２
工
区
）」

　

条
件
付
き
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
、
南

部
建
設
共
同
企
業
体（
株
式
会
社
澤
村
組
、

光
穂
建
設
株
式
会
社
、
株
式
会
社
住
久
設

備
）
と
６
、４
２
６
万
円
で
契
約
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

満
濃
中
学
校
改
築
に
つ
い
て

　

満
濃
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か
ら
の
陳
情

書
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

国
に
よ
る
公
的
森
林
整
備
の
推
進
と
国
有

林
野
事
業
の
健
全
化
を
求
め
る
意
見
書

　

右
記
の
こ
と
に
つ
い
て
、
政
府
に
要
望

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

食
料
の
安
定
供
給
の
た
め
の
基
幹
水
利
施

設
の
整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

　

右
記
の
こ
と
に
つ
い
て
、
政
府
に
要
望

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

8

里親制度説明会（無料）を開催します

町議会定例会・里親制度説明会

里親制度説明会（無料）を開催します

第
2
回  

ま
ん
の
う
町
議
会
定
例
会

（
会
期
／
6
月
26
日
）

◆日時／8月23日（土）午前9時50分～正午
　　　　※受付は午前9時30分～
◆会場／丸亀市保健福祉センター3Ｆ会議室
　　　　（ひまわりセンター）
◆内容／（第1部）ビデオ・講義による制度説明
　　　　（第2部）里親さんによる体験発表、相談会

【申込先／問い合わせ先】
香川県子ども女性相談センター　担当／岡本
　薀087（862）8861



ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

部
長　

千
葉　

稔

団　

体　

名

曜
日

時　

間

場　

所

代
表
者

体
協
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

月
・
水

19
：
30
〜
22
：
00
琴
南
中
学
校

松
闢　

驪

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
部

部
長　

石
闢
雅
也

団　

体　

名

曜
日

時　

間

場　

所

代
表
者

長
炭
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

月
・
木

20
：
00
〜
22
：
00

長
炭
小
学
校

新
名　

由
岐

四
条
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

水
・
土

四
条
小
学
校

中
野　

良
英

高
篠
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

日
・
水

高
篠
小
学
校

馬
場　

章
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

部
長　

小
山
明
男

団　

体　

名

曜
日

時　

間

場　

所

代
表
者

体
協
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
第
1
、3
日
14
：
00
〜
16
：
00
琴
南
中
学
校

小
山　

明
男

空
手
部

部
長　

闍
尾
吉
一

団　

体　

名

曜
日

時　

間

場　

所

代
表
者

琴
南
空
手
ク
ラ
ブ

水
・
金

19
：
00
〜
21
：
00
琴
南
中
学
校

香
川　

政
英

火
・
木

剣
道
部

部
長　

坂
口
忠
勝

団　

体　

名

曜
日

時　

間

場　

所

代
表
者

剣

友

会

第
3
月

19
：
00
〜
21
：
00

仲
南
武
道
館

坂
口　

忠
勝

道

志

会

火
・
土

琴
南
柔
剣
道
場

森　

久
和

体

協

剣

道

部

月
・
金

満
濃
武
道
館

小
松　

豊
幸

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

部
長　

多
田
浩
章

団　

体　

名

曜　

日

時　

間

場　

所

代
表
者

長
炭
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ

日

20
：
00
〜
22
：
00
長
炭
小
学
校

西
山　

澄
男

実
年
者
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

火
・
木

20
：
30
〜
22
：
00
四
条
小
学
校

宝
智　

久
子

B
.B
o
y
s

　

B
.G
irls

日

20
：
00
〜
22
：
00

仲
南
小
学
校

池
田　

明
彦
、

尾
鼻　

愛

仲

南

ク

ラ

ブ

火

白
川　

忠
幸

家
庭
婦
人
バ
レ
ー

木

白
川　

幸
恵

凱

金

細
木
原　

大

体
協
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

土

阿
宅　

伸
一
郎

あ

す

な

ろ

月

旧
仲
南
東
小
学
校

鈴
木　

佐
弥
加

仲
南
女
子
バ
レ
ー

金

近
石　

千
恵
美

仲
南
実
年
バ
レ
ー

土

旧
仲
南
西
小
学
校

森
藤　

勉

さ

き

が

け

火

旧
仲
南
北
小
学
校

山
田　

美
津
代

ハ
ッ
ピ
ー　

生
間
ク
ラ
ブ

水

森
末　

光
昭
、

奈
良　

敏
美

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

部
長　

齋
部
正
典

団　

体　

名

曜　

日

時　

間

場　

所

代
表
者

長
炭
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

金

20
：
00
〜
22
：
00

長
炭
小
学
校

宮
川　

政
子

吉
野
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

水

満
濃
南
小
学
校

齋
部　

正
典

四
条
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

月

四
条
小
学
校

橋
塚　

晃
一

体
協
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

土

19
：
30
〜
22
：
00
高
篠
小
学
校

堀
田　

正
次

仲
南
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

水
・
土

20
：
00
〜
22
：
00
旧
仲
南
東
小
学
校

真
鍋　

政
志

卓
球
部

部
長　

闍
鳥
義
光

団　

体　

名

曜
日

時　

間

場　

所

代
表
者

仲
南
卓
球
ク
ラ
ブ

水

20
：
00
〜
22
：
00
仲
南
小
学
校

小
野　

賢
一

体

協

卓

球

部

火
・
土

19
：
30
〜
22
：
00
満
濃
武
道
館

闍
鳥　

義
光

10

　

ま
ん
の
う
町
体
育
協
会
（
大
西
秀
司
会
長
、
井
上
利
勝
副
会
長
、
松
闢
驪
副
会
長
、
大

川
益
弘
副
会
長
）
に
所
属
し
て
い
る
会
員
ら
は
、
次
に
ご
紹
介
す
る
よ
う
に
町
内
の
各
施

設
で
そ
れ
ぞ
れ
部
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
ま
ん
の
う
町
体
育
協
会
事
務
局
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
）

薀（
７
３
）０
１
０
８
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。皆
さ
ま
の
ご
加
入
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

加
盟
団
体
の
部
活
動
一
覧
表　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

まんのう町体育協会加盟団体の部活動案内



少
林
寺
拳
法
部

部
長　

上
原　

猛

団　

体　

名

曜　

日

時　

間

場　

所

代
表
者

体
協
少
林
寺
拳
法
部

水
・
木

19
：
30
〜
21
：
00
満
濃
武
道
館

上
原　

猛

テ
ニ
ス
部

部
長　

亀
田
倫
孝

団　

体　

名

曜　

日

時　

間

場　

所

代
表
者

体

協

テ

ニ

ス

部

火
・
木

20
：
00
〜
22
：
00
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ

ラ
ン
ド
仲
南

亀
田　

倫
孝

日

13
：
00
〜
18
：
00

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部

部
長　

闍
市
國
雄

団　

体　

名

曜　

日

時　

間

場　

所

代
表
者

長
炭
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
月
・
火
・
木
・

金
・
土

早　

朝

長
炭
河
川
敷

西
村　

顴

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部

部
長　

和
泉
數
彦

団　

体　

名

曜　

日

時　

間

場　

所

代
表
者

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

月
・
水
・
金
12
：
30
〜
14
：
00

中
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場

和
泉　

數
彦

☆各種模擬店☆ 
納涼花火大会（21:25ごろ）も開催！！ 
☆各種模擬店☆ 

納涼花火大会（21:25ごろ）も開催！！ 
○日時／8月13日（水） 
　　　　17:00～　※雨天の場合は翌日順延 
○場所／琴南中学校グラウンド 

○日時／8月13日（水） 
　　　　17:00～　※雨天の場合は翌日順延 
○場所／琴南中学校グラウンド 

【問い合わせ先】 
ことなみイベント協会事務局 
（琴南支所　地域振興担当） 
　�（85）0101

17:00 

19:15 

19:45 

20:35 

21:30

開始時間 内　　　容 

ゲーム大会、各種催し物 

サマーライブコンサート 

讃岐まんのう太鼓、讃岐かりん太鼓 

総踊り 

お楽しみ抽選会 

☆各種模擬店☆ 
納涼花火大会（21:25ごろ）も開催！！ 

8：00 
14：00 
15：40 
16：10 
16：30 
16：50 
17：10 
17：30 
17：50 
18：10 
 

18：35 
18：55 
19：20 
20：00 
20：30

開始時間 内　　　容 
ゲートボール大会 
グラウンドゴルフ交流大会 
抽選券配布 
極真カラテ演武 
リズムなぎなた 
バトントワーリングの演技 
トランペット鼓笛隊とカラーガ－ズの演技 
交通安全ビンゴゲーム 
カンフー演武 
まんのうフェスティバル実行委員会長ほか　あいさつ 
抽選大会 
キッズジャズダンス 
讃岐まんのう太鼓 
盆踊り大会 
花火大会 
終了 

9：30 
17：00

開始時間 内　　　容 
カラオケ大会 
終了 

○とき／8月2日（土）、3日（日） 
　　　　※8／2が雨天中止の場合は、8／3に順延。カラオケ大会は8／3。 
　　　　※8／2、3が共に雨天中止の場合は、8／4に盆踊り大会と花火大会のみ実施。 
○イベント内容 
　（8月2日）　会場／祓川河川敷公園　　　　　　　　　　（8月3日）　会場／まんのう町町民文化ホール 

【問い合わせ先】　まんのうフェスティバル実行委員会事務局（商工観光課内）　�（73）0122

11

まんのうフェスティバル・ことなみサマーフェスタ



交通安全の標語と図案を募集します

　この機会に家族みんなで交通安全について話し
合ってみましょう。
●応募資格／まんのう町在住の方
●応募方法／ 所定の応募用紙または郵便はがきを

直接持参するか郵送してください。
　　　　　　※ 図案については、縦書きでも横書

きでも可。色は自由。
●応募期限／9月5日（金）
　　　　　　※郵送の場合は、当日の消印有効。
●その他／ アニメ、まんがなどのキャラクタ－を

使用した作品は選外となります。
　　　　　 優秀作品は、秋の文化祭の交通安全

フェアで展示します。
　　　　　 優秀作品の一部は、来年の交通安全カ

レンダーに利用します。

【応募先／問い合わせ先】
まんのう町交通安全母の会連合会
事務局（役場総務課内）　薀0877（73）0100
　〒766-0022　まんのう町吉野下430番地

灯台絵画コンテスト2008

～作品テーマは「灯台のある風景」～
●応募資格／ 全国の小・中学校

に在籍している児
童・生徒

●応募方法／ 作品は、未発表の
オリジナル作品に
限ります。サイズ
はＡ3・Ｂ3または八つ切り・四つ
切りの画用紙。画材は絵の具（水彩）、
クレヨン、パステル、マーカー、フェ
ルトペン、ボールペンなど消えにく
い材料。鉛筆、木炭などは除きます。

　　　　　　 作品の裏面には題名、氏名（フリガ
ナ付記）、性別、生年月日、学年、住所・
電話番号、学校名とその所在地を記
入してください。

●応募期限／9月12日（金）当日必着
　その他詳しいことは、ホームページ（http://
www.tokokai.org/）をご覧ください。

【応募先／問い合わせ先】
社団法人　燈光会　薀03（3501）1054
　〒105-0001東京都港区虎ノ門1-3-6　彩翠ビル

保育サポーター養成講座を開催します

◆対象者／ 子育て経験のあ
る方や保育士の
資格をお持ちの
方

◆日　時／9月4日（木）、
　　　　　5日（金）
　　　　　午前9時30分～午後4時30分
◆会　場／香川県社会福祉総合センター
　　　　　（高松市番町一丁目10番35号）
◆定　員／50人
◆内　容／ 子供の心の発達と社会性、子供の安全

と病気、ほ乳と食事、緊急時の対策と
応急手当など

◆受講料／4,000円（当日会場で集金）
　　　　　※活動補償保険料、テキスト代を含む。
◆申込期限／8月27日（水）

【申込先／問い合わせ先】
財団法人21世紀職業財団　香川事務所
　薀087（822）2027

交通安全子ども自転車香川県大会
仲南小6年生、惜しくも第3位

左から、白川舞、豊嶋静香、川闢元気、山原義朗、西原遥菜（敬称略）

　交通安全子ども自転車香川県大会が6月15日、
高松市民文化センター体育館で開催されました。
この大会に13チームが参加し、交通規則や自転
車の安全な乗り方に関する学科テスト、交差点や
踏切の通行方法を競う安全走行テスト、幅20cm
の板の上を落ちずに走行できるかなどを競う技能
走行テストが行われました。
　琴平地区交通安全協会代表として出場した仲南
小学校6年生5人は、5週間にわたり毎日、放課
後の2時間、琴平警察署員、琴平安全協会、町交
通指導員から厳しい指導を受けて臨みました。
　結果は、第2位のチームと同点でしたが、大会
の規定で惜しくも第3位になりました。
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交通安全の標語と図案・灯台絵画コンテスト・交通安全子ども自転車香川県大会・保育サポーター養成講座



　

食
糧
問
題
を
は
じ
め
、
環
境
問
題
、
資

源
問
題
な
ど
、
今
私
た
ち
の
生
活
に
は
、

諸
外
国
が
深
く
関
係
し
、
こ
の
流
れ
は
今

後
さ
ら
に
加
速
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
ん
の
う
町
国
際
交
流
協
会（
ミ
ー
ア
）

は
、
町
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
の
場
を
つ

く
り
、
海
外
の
諸
都
市
や
地
域
と
の
友
好

関
係
を
深
め
て
い
く
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

■
主
な
事
業
内
容

○
在
住
外
国
人
に
対
す
る
支
援

・
外
国
人
受
け
入
れ
企
業
の
支
援

・
日
本
語
講
座
の
開
催

・
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
、
研
修

○
町
民
の
国
際
交
流
活
動
へ
の
協
力

・
中
学
生
海
外
派
遣
の
支
援

・
町
民
の
海
外
研
修
団
の
支
援

・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
斡
旋

○
講
演
、
講
座
、
研
修
な
ど
の
実
施

・
外
国
文
化
を
紹
介
す
る
講
座

・
外
国
語
を
知
る
研
修
（
英
会
話
サ
ロ
ン

を
は
じ
め
と
す
る
外
国
語
教
室
な
ど
）

　

こ
の
よ
う
な
本
協
会
の
事
業
は
、ご
賛
同

い
た
だ
い
た
方
々
の
会
費
と
町
か
ら
の
補

助
金
な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。本
年
度
も

引
き
続
き
会
員
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
年
会
費

一
般
会
員（
１
口
・
５
０
０
円
）１
口
以
上

法
人
会
員（
１
口
・
５
０
０
円
）10
口
以
上

■
会
費
の
納
入
方
法

１ 　

各
種
団
体
（
自
治
会
な
ど
）
で
の
取

り
ま
と
め

　

か
り
ん
会
館
ま
た
は
企
画
政
策
課
で
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。

２　

振
り
込
み

　

香
川
県
農
業
協
同
組
合
で
の
窓
口
振
り

込
み
の
場
合
、
振
込
手
数
料
は
不
要
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
国
際
交
流
協
会
（
か
り
ん
会

館
内
）
薀
（
７
５
）
０
２
０
０

ま
ん
の
う
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

マ
レ
ー
シ
ア
の
お
菓
子
を
出
品
し
ま
す

　

ジ
キ
さ
ん
と
ヤ
ン
さ
ん
が
昨
年
、
ま
ん

の
う
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
た
の
が

縁
で
、
８
月
２
日
（
土
）
に
開
催
予
定
の

ま
ん
の
う
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、
エ
ミ
ー

さ
ん
も
含
め
た
３
人
が
作
っ
た
お
菓
子
を

販
売
し
ま
す
。
こ
の
お
菓
子
は
、
3
人
の

ご
実
家
で
も

よ
く
作
っ
て

い
た
も
の

で
、
皆
さ
ん

大
好
き
だ
そ

う
で
す
。
こ

の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
賞
味

を
。

外
国
文
化
講
座
（
東
南
ア
ジ
ア
編
）

を
開
催
し
ま
す

　

財
団
法
人
オ
イ
ス
カ
四
国
研
修
セ
ン

タ
ー
（
小
野
泰
司
所
長
）
へ
研
修
に
来
て

い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
研
修
生
た
ち
が
ま
ん

の
う
町
の
皆
さ
ん
に
伝
統
的
な
フ
ィ
リ
ピ

ン
料
理
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
、
本
協
会
で
材
料
を
購
入

す
る
都
合
上
、
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
当
日
は
、
エ
プ
ロ
ン
を
忘

れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、こ
の
日
は
、今
年
５
月
に
ミ
ャ

ン
マ
ー
を
襲
っ
た
サ
イ
ク
ロ
ン
災
害
の
状

況
を
視
察
し
た
池
田
敦
史
さ
ん
（
財
団
法

人
オ
イ
ス
カ
四
国
研
修
セ
ン
タ
ー
組
織
広

報
担
当
課
長
）
に
よ
る
報
告
会
も
行
い
ま

す
。

　

東
南
ア
ジ
ア
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時
／
８
月
19
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

○
参
加
費
／
５
０
０
円
（
当
日
集
金
）

【
申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
国
際
交
流
協
会
（
か
り
ん
会

館
内
）
薀
（
７
５
）
０
２
０
０

12

つ
な
ご
う
世
界
２
０
０
８

つなごう世界2008・国際交流協会員の募集

左からジキさん、エミーさん、ヤンさん

募金結果 
ミャンマー・サイクロン 
災害緊急支援募金 
98,786円 

 
中国・四川大地震義援金 

112,230円 
 

ご協力ありがとうございました。 

会
員
に
な
っ
て
、
身
近
な
と
こ
ろ
で

　

社
会
に
役
立
っ
て
み
て
は
ど
う
で
す
か
？

振り込み先 

香川県農業協同組合 
協栄支店 
【貯金種目】 
普通貯金 
【口座番号】 
0001049 
【受け取り人】 
まんのう町国際交流協会 



材料（4人分） 

作り方 

1 2

夏野菜のスープ 

●エネルギー 102kcal ●タンパク質 5.6g ●脂質 2.1g ●食物繊維 4.9g ●食塩 1.5g

600kcal栄養バランスメニュー 
胚芽食パン、夏野菜のスープ、グリーンミルクティ、メロン 

●キャベツ 200g　●にんじん 100g　●玉ねぎ 100g　●なす 2本　 
●ピーマン 2個　●トマト 3個　●パセリ 20g　●ショルダーベーコン 40g 
●コンソメ 1個　●塩 小さじ1/5　●こしょう 少々 

夏野菜を 
トマト味のスープにして 
朝食のバランスを 
とりましょう。 

トマト 

ベーコン 

コンソメ1個 
水600ml

キャベツ 

� � にんじん � 玉ねぎ 

� なす � ピーマン 

＋ 

野菜がやわらかく 
なるまで煮る 

＋ 

し
お 

こ
し
ょ
う 

トマトがスープに 
なじむまで煮る 刻み 

パセリ 

ザク切り 
①～⑤ さいの目 

切り 
荒みじん 
切り ザク切り 

ザク切り 
乱切り 

運動 

水 

おやつ 

主食 

副菜 

主菜 
果
物 

牛
乳
・ 

乳
製
品 メロン ※メニューをコマにあてはめると 

胚芽食パン 

夏野菜（キャベツ、にんじん、玉ねぎ、 
　　　　なす、ピーマンなど） 

スープの中のショルダーベーコン グ
リ
ー
ン 

ミ
ル
ク
テ
ィ 

　

時
代
が
変
わ
っ
て
も
、
子
供
た
ち
に
伝

え
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
親
か

ら
の
教
え
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
子
供
た

ち
の
成
長
に
は
地
域（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
）

の
力
が
か
か
せ
ま
せ
ん
。

異
世
代
と
の
ふ
れ
あ
い

　

満
濃
南
小
学
校
の
５
年
生
が
６
月
20

日
、
総
合
学
習
の
一
環
で
、
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
横
に
あ
る
教
育
フ
ァ
ー
ム
で
古
代

米
（
緑
米
）
の
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

総
合
学
習
が
小
学
校
に
導
入
さ
れ
る
前

か
ら
取
り
組
ん
で
、
今
年
で
８
年
目
。
地

元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
勝

手
連
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
を
中
心
に
生
活
研
究

グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
の
方
も
加
わ
り
、

と
き
に
は
厳
し
い
声
も
飛
び
交
い
な
が

ら
、
児
童
ら
の
両
親
よ
り
も
年
上
の
人
た

ち
と
共
同
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
の
協
力
で
よ
み
が
え
る
行
事

　

定
規
綱
を
使
っ
た
田
植
え
の
後
は
、「
足

洗
い
」
行
事
。
こ
の
た
め
に
、
神
野
母
子

愛
育
会
や
香
川
県
農
業
協
同
組
合
神
野
支

店
女
性
部
、
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の

皆
さ
ん
が
協
力
し
て
、
う
ど
ん
を
は
じ
め

と
す
る
料
理
が
児
童
ら
に
振
る
舞
わ
れ
ま

し
た
。

大
切
な
、
子
供
の
こ
ろ
の
習
慣

　

仲
南
北
幼
稚
園
の
園
児
と
保
護
者
が
６

月
19
日
、
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
会

員
で
あ
る
食
生
活
改
善
推
進
員
（
ヘ
ル
ス

メ
イ
ト
）
の
協
力
の
下
、
幼
稚
園
で
「
に

ん
じ
ん
と
小
松
菜
の
蒸
し
ケ
ー
キ
」
を
作

り
ま
し
た
。

身
を
助
け
る
「
技
術
」

　

10
年
以
上
も
続
い
て
い
る
仲
南
北
幼
稚

園
で
の
こ
の
取
り
組
み
。
園
児
ら
に
、
主

に
調
理
技
術
を
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
た
ち
が
手

取
り
足
取
り
教
え
な
が
ら
、
料
理
が
出
来

上
が
る
過
程
も
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
地

道
に
根
気
よ
く
伝
え
て
き
ま
し
た
。

す
べ
て
は
「
生
き
る
力
」
に

　

こ
の
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
応

援
を
背
に
、
子
供
た
ち
が
、
自
分
の
口
に

食
べ
物
が
入
る
ま
で
の
過
程
を
、
身
体
を

通
し
て
学
ぶ
こ
と
が
、「
生
き
る
力
」
に

つ
な
が
り
、一
生
の
財
産
と
な
る
の
で
す
。

13

コミュニティーの力・食育だより

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
子
供
を
育
て
る



英語に関する質問などにお答えします。（教育委員会　リチャード・タルボット）電子メール：r‐talbot@town.manno.lg.jp

29

リチャード・ 
タルボット 

天
川
神
社
幻
想

　

時
は
夏
の
盛
り
と
な
っ
た
が
、
ふ
と
、

今
年
の
元
旦
早
々
に
吉
村
作
治
教
授
の
エ

ジ
プ
ト
文
明
と
ナ
イ
ル
川
に
つ
い
て
の
テ

レ
ビ
番
組
に
酔
っ
た
の
を
思
い
出
し
た
。

そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
、
親
類
の
「
お
日

待
ち
」
に
招
待
さ
れ
、
天
川
神
社
の
宮
司

さ
ん
に
お
目
に
か
か
り
、
神
社
の
由
来
な

ど
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。

　
「
中
寺
廃
寺
跡
が
国
の
指
定
に
な
る
そ

う
で
す
ね
。」
と
話
が
始
ま
り
、
お
日
待

ち
の
由
来
や
天
川
神
社
に
つ
い
て
教
え
て

い
た
だ
い
た
。「
日
本
武
尊
命
と
吉
備
穴

戸
武
姫
と
の
間
に
生
ま
れ
た
武
穀
王
の
子

孫
、酒
部
黒
麿
命
は
城
山
長
者
と
い
わ
れ
、

那
珂
郡
神
野
郷
に
住
ん
で
い
た
。
前
庭
に

天
か
ら
星
が
一
つ
落
ち
て
き
て
、
た
ち
ま

ち
に
美
し
い

少
女
に
な
っ

た
。
黒
麿
命

は
善
女
と
名

づ
け
て
愛
し

み
育
て
た
。

住
い
を
吉
野

の
大
堀
に
移

し
て
住
み
、

そ
の
跡
は
現

在
も
残
っ
て
い
る
。
天
川
神
社
の
境
内
に

も
玉
渕
と
い
う
所
が
あ
り
、
後
に
善
女
は

こ
こ
に
身
を
投
じ
て
妙
見
星
神
と
な
っ
て

天
に
帰
ら
れ
た
。
天
川
神
社
の
お
日
待
ち

は
星
祭
で
も
あ
る
。」
と
い
う
。

　

琴
南
地
区
岡
の
峯
に
、崎
神
社
が
あ
る
。

一
説
に
は
酒
部
黒
麿
命
が
姫
を
連
れ
て
天

川
の
地
に
行
く
途
中
こ
こ
で
休
ま
れ
て
、

眼
下
の
内
田
、
造
田
の
里
を
眺
め
「
よ
き

と
こ
ろ
か
な
。」
と
言
っ
た
。
こ
の
た
め
、

別
名
「
眺
神
社
」
と
も
い
う
。

　

天
川
神
社
の
少
し
川
下
に
あ
る
天
川

橋
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
に
「
菰
敷
」
と
い
う

地
名
が
あ
る
。
黒
麿
が
吉
野
か
ら
亀
越
を

通
っ
て
造
田
に
来
た
時
に
、
こ
こ
に
菰
を

敷
い
て
天
川
の
神
を
祀
り
祭
祀
を
営
ん
だ

と
い
う
。
伝
説
に
よ
る
と
、
黒
麿
は
天
川

に
横
井
を
設
け
、
内
田
に
水
を
引
い
た
と

い
わ
れ
る
。
善
女
は
酒
造
り
が
上
手
で
、

人
々
に
作
り
方
を
教
え
た
。
善
女
の
酒
は

万
病
を
治
し
、
人
々
を
救
っ
た
と
い
う
。

　

中
寺
の
僧
達
も
松
地
か
ら
柞
野
川
沿
い

に
下
っ
て
来
て
、天
川
神
社
の
脇
を
通
り
、

内
田
や
造
田
の
里
を
托
鉢
し
て
歩
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
現
在
で
は
、
柞
野
川
と
土
器

川
の
交
わ
る
天
川
神
社
の
足
元
か
ら
、
土

器
川
の
清
流
の
一
部
は
、
天
川
導
水
路
を

通
り
、静
か
に
満
濃
池
へ
と
流
れ
て
い
る
。

（
文
責　

造
田　

峯
俊
千
鶴
子
）

　

今
回
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
英
語
に
特

有
の
単
語
や
表
現
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

約
４
万
年
前
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大

陸
に
住
ん
で
い
た
ア
ボ
リ
ジ
ニ
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
英
語
の
中
に
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ

が
使
っ
て
い
た
言
葉
を
起
源
と
す
る
も
の

が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
動
物
の
名
前
で
す
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
い
る
有
袋
類
の
名
前

は
、
そ
の
呼
び
名
が
英
語
に
な
っ
て
世

界
中
に
広
ま
り
ま
し
た
。
カ
ン
ガ
ル
ー

（k
a
n
g
a
ro
o

）
は
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
言
葉

で
「g

u
n
g
a
ru

」、
コ
ア
ラ
（k

o
a
la

）

は
「g

u
la

」、
ワ
ラ
イ
カ
ワ
セ
ミ

（k
o
o
k
a
b
u
rra

）
は
「g

u
u
g
u
u
b
a
rra

」

が
起
源
で
、
時
代
を
経
て
現
在
の
呼
び
名

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
地
名
で
す
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
首
都
で
あ
る
キ
ャ
ン
ベ
ラ

（C
a
n
b
e
rra

）
は
「
会
合
場
所
」
を
、

ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
州
の
都
市

で
あ
る
ウ
ロ
ン
ゴ
ン
（W

o
llo
n
g
o
n
g

）

は
「
海
の
音
」
を
、
ビ
ク
ト
リ
ア
州
の
都

市
で
あ
る
ジ
ー
ロ
ン
グ
（G

e
e
lo
n
g

）

は
「
が
け
」
を
そ
れ
ぞ
れ
表
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
言
葉

「b
u
m
a
rin
y

」
が
元
に
な
っ
た
「
ブ
ー

メ
ラ
ン
（b

o
o
m
e
ra
n
g

）」
や
、
ア
ボ

リ
ジ
ニ
の
言
葉
が
そ
の
ま
ま
英
語
に
な
っ

た
「
三
日
月
湖
（b

illa
b
o
n
g

）」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。「b

illa
b
o
n
g

」
と
い
う
言

葉
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
代
表
す
る
歌

「W
a
ltzin
g
 M
a
tild
a

」（
ワ
ル
ツ
ィ
ン
グ
・

マ
チ
ル
ダ
）
の
歌
詞
の
中
に
あ
っ
た
こ
と

で
、
世
界
中
に
広
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　

現
在
、
ほ
か
の
英
語
圏
の
国
で
も
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
言
葉
に
「
ク
ー
イ

（c
o
o
e
e

）」が
あ
り
ま
す
。
こ
の
言
葉
は
、

も
と
も
と
ア
ボ
リ
ジ
ニ
が
緊
急
の
呼
び
出

し
の
と
き
に
使
っ
て
い
た
も
の
で
す
。
例

え
ば
、大
自
然
の
中
で
道
に
迷
っ
た
場
合
、

「c
o
o
e
e

」
と
叫
ぶ
こ
と
で
、
自
分
の
存

在
を
明
ら
か
に
し
、
も
し
周
り
に
誰
か
人

が
い
れ
ば
、
同
様
に
返
答
し
て
助
け
に
行

く
こ
と
を
伝
え
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

英
語
で
は
、「w

ith
in
 c
o
o
e
e
 o
f X

」（X

に
近
い
）
と
い
う
よ
う
に
、
前
置
詞
と
し

て
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、「W

e
 

a
re
 w
ith
in
 c
o
o
e
e
 o
f th
e
 h
o
u
se
.

」

（
直
訳
／
私
た
ち
は
、
ク
ー
イ
が
聞
こ
え

る
ぐ
ら
い
家
の
近
く
に
い
ま
す
。）
の
よ

う
に
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
英
語

の
い
く
つ
か
に
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
が
日
常

生
活
で
使
っ
て
い
た
言
葉
が
反
映
さ
れ
て

い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
ど
ん
な

言
葉
が
あ
る
か
を
調
べ
て
み
る
の
も
お
も

し
ろ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
特
有
の
言
葉

Very Australian W
ords
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� 
シ
リ
ー
ズ 

「
香
川
人
権
ゆ
か
り
の
地
巡
り（
4
）」 

　

私
が
「
人
権
に
つ
い
て
作
文
を
書
き

な
さ
い
。」
と
授
業
で
言
わ
れ
た
と
き
、

ま
ず
思
い
つ
く
の
は
「
差
別
」
や
「
い

じ
め
」「
偏
見
」な
ど
と
い
う
言
葉
で
す
。

こ
れ
ら
は
、
だ
れ
も
が
「
し
て
は
い
け

な
い
こ
と
だ
。」
と
簡
単
に
言
い
ま
す
。

大
人
も
子
供
も
分
か
っ
て
い
る
…
…
、

分
か
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
知
ら
ぬ

間
に
心
の
中
に
存
在
す
る
も
の
で
も
あ

り
ま
す
。

　
「
差
別
」「
い
じ
め
」「
偏
見
」
と
い

う
身
近
に
あ
る
言
葉
に
つ
い
て
、
私
た

ち
は
一
体
ど
れ
く
ら
い
の
こ
と
を
考
え

て
こ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
身
近
に

あ
る
か
ら
問
題
意
識
が
薄
れ
、
日
常
生

活
の
中
で
放
置
さ
れ
て
き
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
私
は
、
身
近
な
問
題
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
人
権
に
つ
い
て
真
剣
に
考

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
見
た
テ
レ
ビ
番
組
に
、
男
の
子

み
た
い
な
言
葉
遣
い
を
し
て
い
る
女
の

子
が
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
い
た
人

が
「
女
の
子
な
の
に
、
い
か
ん
な
あ
。」

と
言
っ
て
い
る
の
を
聞
い
て
、
私
は

少
し
胸
に
ひ
っ
か
か
り
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
口
が
悪
い
の
は
よ
く
な
い
こ

と
で
す
。
し
か
し
、「
女
の
子
な
の
に

…
…
。」
と
い
う
言
葉
か
ら
、「
男
は
こ

う
あ
る
べ
き
、
女
は
こ
う
あ
る
べ
き
」

と
い
う
考
え
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ

の
考
え
は
、
個
人
の
持
つ
個
性
や
人
格

を
否
定
し
た
考
え
だ
と
、
私
は
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
い
じ
め
る
側
の
理
由
と
し

て
「
普
通
で
な
い
こ
と
を
し
た
り
言
っ

た
り
し
て
い
る
。」「
他
の
人
と
違
う
。」

と
い
う
意
見
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。「
普
通
」と
は
一
体
何
な
の
で
し
ょ

う
。
多
く
の
人
が
し
た
り
言
っ
た
り
し

て
い
る
こ
と
が
「
普
通
」
の
判
断
基
準

だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
お
か
し
い
と
思

い
ま
す
。み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
違
う
か
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
生
き
方
が
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
は
、
自
分
と
異
な
る
考
え
を

否
定
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
と
き
に
こ
そ
、
相
手
の
立
場

に
立
っ
て
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

一
人
一
人
が
そ
う
い
う
気
持
ち
を
持
つ

と
、
人
権
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
う
信
じ
て
、
人
権
に
つ
い
て
私

は
こ
れ
か
ら
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

県
人
権
啓
発
展
示
室（
丸
亀
市
）

県
内
初
の
人
権
啓
発
施
設

　

こ
の
展
示
室
は
、
２
０
０
３
年
に
香

川
県
が
「
香
川
部
落
解
放
・
人
権
啓
発

セ
ン
タ
ー
」
の
１
階
に
オ
ー
プ
ン
し
た

県
民
の
た
め
の
人
権
啓
発
施
設
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
香
川
の
部
落
産
業
と
い

わ
れ
た
「
行
商
人
」
の
ジ
オ
ラ
マ
、
靴

修
理
に
使
っ
た
道
具
類
、
魚
な
ど
の
販

売
に
使
っ
た
サ
オ
バ
カ
リ
、
売
薬
行
商

人
が
使
っ
た
カ
バ
ン
な
ど
行
商
を
中
心

に
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
、

和
太
鼓
作
り
の
模
型
や
ハ
ン
セ
ン
病
治

療
薬
（
実
物
）
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
点
字
名
刺
作

り
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
で
つ
く

ら
れ
た
ジ
ュ
ー
ス
の
自
動
販
売
機
な
ど

が
体
験
で
き
ま
す
。
併
設
さ
れ
た
図
書

室
や
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
も
利
用
で
き
ま

す
。

【
交
通
】

Ｊ
Ｒ
丸
亀
駅
か
ら
バ
ス
で
20
分

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
川
人
権
研
究
所  

薀（
５
８
）６
８
６
８

（
午
前
の
部
）
お
盆
行
事

（
午
後
の
部
）
戦
争
に
つ
い
て
考
え
る

日
時
／
8
月
6
日（
水
）午
前
10
時
30
分
〜

場
所
／
長
尾
会
館　

参
加
費
／
一
人  

３
０
０
円

町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
長
尾
会
館
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】薀（
７
９
）２
０
２
１
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人権コラム・会館ジャーナル・人権作文コーナー

身
の
回
り
の
人
権

満
濃
中
学
校  

三
年

真  

鍋　

沙  

希



おくやみ

おめでた10人、（情報システム課程）約35人、
（海洋科学課程）約10人◆受付期間
／ 8月5日（火）まで※当日の消印
有効。◆試験日／第1次試験：9月
28日（日）

◆海上保安大学校学生
◆受験資格／昭和63年4月2日以降
に生まれた者で、高等学校を卒業
した者および平成21年3月までに
高等学校を卒業する見込みの者な
ど◆採用予定数／約45人◆受付期
間／ 8月28日（木）～9月9日（火）※
当日の消印有効。◆試験日／第1
次試験（初日）：11月1日（土）、第1
次試験（2日目）：11月2日（日）
【問い合わせ先】
備讃瀬戸海上交通センター
　薀0877（49）3366

◆刑務官
◆受験資格／（刑務Ａ）昭和54年4月
2日～平成3年4月1日生まれの男子、
（刑務Ｂ）昭和54年4月2日～平成3年
4月1日生まれの女子◆試験日／第
1次試験：9月21日（日）、第2次試験
（第1次試験合格者のみ）：10月17日
（金）、18日（土）◆受付期間／ 8月5
日（火）まで。※当日の消印有効。
【問い合わせ先】
高松矯正管区　職員課
　薀087（822）4469
高松刑務所　庶務課
　薀087（821）6116

◆警察官（高卒程度）
◆受験資格／平成21年4月1日現在
で満18歳以上28歳以下（昭和55年4
月2日～平成3年4月1日に生まれた
者）。ただし、大学（短期大学を除

きます。）などを卒業した者または
平成21年3月31日までに卒業する
見込みの者は受験できません。◆
受付期間／ 9月8日（月）～9月30日
（火）◆試験日／（第1次試験）10月
19日（日）、（第1次試験・集団面接）
10月下旬、（第2次試験・適性試験）
11月中旬、（第2次試験・口述試験）
12月上旬
【問い合わせ先】
琴平警察署　薀0877（75）0110

◆叙勲（旭日双光章）

小西　繁
（元旧仲南町議会議員同副議長）

◆知事表彰（地方自治功労）

香川重闊
（元旧満濃町長）

森末　仁
（元旧仲南町議会議員同議長）

6月届出分

健やかな成長を・・・（敬称略）

 氏　名 生年月日 保護者名 地区

六
む

車
ぐるま

心
し

温
おん

   5.25 泰三 造田
闍
たか

木
ぎ

悠
ゆう

成
せい

   6.  2 義弘 四條
吉
よし

川
かわ

はるか   6.  4 満 長尾
竹
たけ

内
うち

晴
はる

之
ゆき

   6.  5 史郎 吉野
松
まつ

川
かわ

昇
しょう

生
せい

   6.  9 直樹 東高篠
角
かく

地
ち

恵
え

奈
な

   6.15 浩文 勝浦
本
ほん

屋
や

敷
しき

紗
さ

葉
よ

   6.16 崇 造田
青
あお

木
き

李
り

央
お

   6.12 実 造田
廣
ひろ

瀬
せ

加
か

歩
ほ

   6.20 豊 四條

6月届出分

ご冥福をお祈りします・・・（敬称略）

 死亡者名 死亡年月日 年齢 地区

大
おお

喜
き

田
た

皎
こう

希
き

   6.  1 73 長尾
佐
さ

野
の

良
よし

顴
のり

   6.  1 90 勝浦
岡
おか

闢
ざき

豊
とよ

暉
てる

   6.  2 83 七箇
橋
はし

本
もと

弘
ひろ

丈
たけ

   6.  4 75 川東
幡
は

夛
た

　 孟
たけし

   6.  4 72 四條
長
なが

田
た

茂
しげ

子
こ

   6.  5 60 西高篠
あめ

嶋
じま

幸
ゆき

雄
お

   6.  6 79 造田
大
おお

西
にし

スヱ子
こ

   6.  8 91 勝浦
長
なが

尾
お

良
よし

顴
のり

   6.  9 81 七箇
山
やま

下
した

清
きよ

子
こ

   6.11 81 岸上
香
か

川
がわ よし

子
こ

   6.12 85 山脇
そう

田
だ

チヨヱ   6.13 91 炭所西
近
ちか

石
いし

イ ト   6.16 104 七箇
丸
まる

山
やま

フクヱ   6.19 84 塩入
大
おお

坪
つぼ

チヨヱ   6.20 76 炭所東
長
は

谷
せ

川
がわ

好
よし

孝
たか

   6.21 96 公文
森
もり

原
はら

　 進
すすむ

   6.29 81 炭所西
石
いし

闢
ざき

秀
ひで

子
こ

   6.30 96 長尾

※ ご家族やご遺族の了解を得て掲載しています。

平成20年度まんのう町職員採用試験案内 
●試験区分／管理栄養士（短大卒業程度） 
●採用予定人員／１名程度 
●勤務先／まんのう町 
●受験資格／昭和48年4月2日以降に生まれた者で、

管理栄養士の免許を有する者 
●試験日／（第１次試験）平成20年9月21日（日） 
●試験会場／香川県自治会館 
　　　　　　（高松市福岡町二丁目3番2号） 
●申込受付期間／平成20年8月5日（火）～ 
　　　　　　　　平成20年8月27日（水） 

　　　　　　　※郵送の場合は、8月21日（木）まで
の消印があるものに限ります。 

●その他／申込用紙は、町役場総務課に請求してくださ
い。郵送で請求する場合は、封筒の表に「採
用試験申込用紙請求」と朱書きし、返信用封
筒（角形2号、120円切手をはってあて先を
明記したもの）を必ず同封してください。 

【申込先／問い合わせ先】 
　まんのう町総務課　�0877（73）0100
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表　　彰（敬称略）



　今回は、秋申請者分の受付です。
免税チケットは、10月1日から使
用可能です。
◆日時／ 8月6日（水）、7日（木）両
日とも午前9時～午後4時※この日
以降は、中讃県税事務所（坂出市
久米町1-18-20薀0877-46-4613）で申
請を。◆会場／役場本庁（3Ｆ第1
会議室）、琴南支所、仲南支所◆
持参物／【継続・更新の場合】印鑑、
耕作証明書、使用簿、領収書、農
業機械の納品書または購入証明書
（農業機械に変更があったときの
み）※更新の場合は別途、県収入
証紙代400円が必要。【新規の場合】
印鑑、耕作証明書、県収入証紙代
400円、農業機械の納品書または
購入証明書※耕作証明書発行の申
請は、役場本庁農林課、琴南支所、
仲南支所でできます。
【問い合わせ先】
まんのう町農林課薀0877（73）0105
琴南支所　薀0877（85）0102
仲南支所　薀0877（77）2115

　狩猟免許試験の受験前に、この

講習会を受講されることをお勧め
します。
◆とき／（第1回）8月23日（土）、
（第2回）8月24日（日）◆時間／午前
10時～午後4時◆会場／サンメッ
セ香川2Ｆ中会議室◆申請書受付
期間／ 8月15日（金）まで◆その他
／申請書はまんのう町農林課また
は社団法人香川県猟友会仲多度支
部でお受け取りください。※講習
会の内容や講習費用などについて
は、社団法人香川県猟友会までお
問い合わせください。
【問い合わせ先】
社団法人香川県猟友会
　薀087（831）6920
　高松市亀岡町6番7号
　ホワイトマンション1Ｆ北側

◆日時／ 9月14日（日）午前10時～
午後2時（受付：午前9時30分～）※
雨天の場合は中止。◆会場／瀬戸
大橋記念公園（坂出市番の州）◆内
容／宝探し、記憶ゲーム、ロープ
結びなど◆参加対象者／一般幼稚
園年長以上の男女園児、小学生男
女児童および保護者、ビーバース
カウト、カブスカウト、ボーイス
カウトおよび指導者◆参加費／一
人につき200円（傷害保険料、おや
つ、飲み物を含みます。）◆持参物
／弁当、水筒◆申込期限／ 8月31
日（日）◆申込上の注意／お申し込
みの際に、参加者の氏名、人数、
性別をお伝えください。
【申込先／問い合わせ先】
日本ボーイスカウト香川連盟
西地区協議会　金山
　薀0877（24）5032　※ FAX 兼用

◆下水道排水設備工事責任技術者
◆日時／ 10月14日（火）午後2時～
4時◆会場／高松商工会議所2Ｆ大
ホール◆申込期間／ 8月1日（金）
～8月29日（金）※土日を除きます。
【受付窓口／問い合わせ先】
まんのう町環境保全課
　薀0877（73）0123
　※ 試験の手引きや受験申込書は
当課窓口にあります。

◆狩猟者免許
◆日時／（第1回）8月31日（日）午前9
時～、（第2回）9月10日（水）午前9時～
◆会場／香川県庁北館3Ｆ第1会議室
◆申請書受付期間／（第1回）8月1日
（金）～8月18日（月）、（第2回）8月12日
（火）～9月2日（火）◆その他／受験希
望者は、まんのう町農林課または
社団法人香川県猟友会仲多度支部・
琴南支部で、申請書をお受け取り
ください。※試験内容、受験手続
きなどでご不明な点は、みどり保
全課までお問い合わせください。
【問い合わせ先】
香川県環境森林部みどり保全課
　薀087（832）3212
まんのう町農林課
　薀0877（73）0105

◆海上保安学校学生
◆受験資格／昭和60年4月2日以降
に生まれた者で、高等学校を卒業
した者および平成21年3月までに
高等学校を卒業する見込みの者な
ど◆採用予定数／（船舶運航シス
テム課程）約95人、（航空課程）約

放課後児童クラブ登録スタッフを募集します 
　まんのう町では、保護者の就労などにより、放課後家庭にお
いて子供のみとなる家庭の児童（小学1年生～3年生）を対象
に「放課後児童クラブ」を運営しています。 
　夏休みなど、スタッフが足りない場合に来ていただける方
を募集していますので、学童保育に興味がある方、子供が好き
な方、急な要請に対応できる方はご連絡ください。 
●事業内容／学童保育（小学1～3年生） 
●就業場所／まんのう町内 
　　　　　　小学校（4校）、高篠ふれあいセンター 
　　　　　　または祓川児童館 

●雇用期間／平成20年8月～平成21年3月（継続可能） 
●就業時間／月～金（休業日：土日・祝日、8／13～15） 
　　　　　　放課後（平常）：午後2時～6時 
　　　　　　夏休み：午前または午後（面談の上） 
●職務内容／指導員補助 
●賃金／時給900円（手当などはありません。） 
●その他／面接時に履歴書（要写真）を持参のこと。 
【問い合わせ先】 
まんのう町教育委員会　�0877（73）0108
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農業用軽油免税証の
交付申請を受け付けます

「スタンプラリー」を開催します

初心者狩猟講習会を行います

試　　験

募　　集



中寺廃寺跡講演会 家族経営協定調印式

町
内
で
12
組
目
、
起
業
経
営
で
は
初

　家族経営協定調印式が6月4日、まんのう町役
場本庁で行われました。
　栗田町長、曽我部良則まんのう町農業委員会長、
松浦克典香川県中讃農業改良普及センター所長の
立ち会いの下、今回協定を締結した和泉豊さん、
ナヲエさん夫妻。経営の役割分担や収益の分配方
法、就業条件などの項目が盛り込まれた協定書に
基づき、夫婦共々、起業活動に取り組み、忘れら
れつつある郷土料理やおふくろの味を伝えるなど
地域貢献をしていくことになります。

協定を結んだ和泉豊さんとナヲエさん（右から2番目、3番目）

国
の
宝
は
、
地
域
の
宝

　中寺廃寺跡講演会（主催／まんのう町文化財保
護協会）が5月18日、まんのう町町民文化ホール
で開催されました。
　「中寺廃寺跡」が今年の3月28日に国指定史跡
になった（県内の山岳寺院では初）ことを機に、
多くの人に「中寺廃寺跡」のことを知ってもらお
うと行われた講演会。講師に、日本における山
岳・山林寺院研究の第一人者として「中寺廃寺跡」
の調査・研究に携わった上原真人先生（京都大学
大学院文学研究科教授）を招いて、「中寺廃寺跡」
について現段階で分かっていることや自身の仮説
が紹介されました。

身振り手振りを交えて聴衆に訴えかける上原真人先生

町政懇談会 竹林整備技術講習会

考
え
方
次
第
で
「
竹
」
も
立
派
な
資
源
に

　竹林整備技術講習会（主催／香川県森林セン
ター、まんのう町、仲南町森林組合）が6月8日、
香川県森林センター（新目）で開催されました。
　町内外からこの講習会に参加した約20人の参
加者らは、はじめに、県職員から竹林整備につい
ての講義を、町職員から旧仲南町から取り組んで
いる竹林整備・再利用事業の概要説明を受けまし
た。その後、実習として竹林の整備状況や、森林
組合員による「竹パウダー」の製造実演などを見
学しました。
　参加者の中には、出来上がった「竹パウダー」は、
田や畑にまくと農作物がおいしくなるということ
で家に持ち帰っていました。

伐採した竹を専用の機械でチップ化している様子

後
は
、
投
げ
か
け
ら
れ
た
課
題
に
誠
実
に
対
応
す
る
の
み

　四條地区町政懇談会が5月30日、満濃農村環境
改善センターで開かれました。
　まんのう町のまちづくりを進めていくにも、ま
ずは各地域の生の声を直接聴こうということで、
町内全7地区を巡回して行われた町政懇談会。
　この日は、水道課長や環境保全課長などからの
事務連絡の後、町（町長、副町長、教育長、各課長）
と出席者らとの意見交換が行われました。出席者
からは、ごみ収集や地球温暖化防止策などの環境
対策や洪水対策など、身近なところで起こってい
る課題を行政側に投げかけていました。

参加者からの質問に耳を傾ける町長ら
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スポーツの結果 （敬称略） 

休日当番医 
テレフォンサービス　�（73）4400（日・祝日のみ） 88 Event schedule in August

日程 行事名 時　間 場　所

1日貊 健康相談 10:00～11:30 なごみ館

4日豺 栄養相談
（要予約薀73-0126）

役場本庁

5日貂 胃・子宮・乳がん検診 8:30～11:00 満濃農改センター

6日貉 行政相談 10:00～15:00 役場本庁

7日貅

胃がん検診 8:30～11:00 なごみ館

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

心配ごと相談 13:00～16:00 満濃農改センター

8日貊 健康相談 13:30～14:30 宮田公民館

12日貂 胃・子宮・乳がん検診 8:30～11:00 満濃農改センター

14日貅

こころの健康相談
（要予約薀73-0126）

琴南農改センター

身体・知的障害者相談 9:30～11:30 琴南農改センター

13:30～16:30 仲南支所

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

19日貂

栄養教室
（メタボの予防と改善／
要予約薀73-0126）

満濃農改センター

乳幼児健診 13:30～14:30 琴南農改センター

20日貉
胃・子宮・乳がん検診 8:30～11:00 満濃農改センター

心配ごと相談 9:00～12:00 琴南農改センター

21日貅

身体・知的障害者相談 9:00～12:00 役場本庁

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

行政相談・人権相談 10:00～15:00 仲南支所

心配ごと相談 13:00～16:00 満濃農改センター

2歳児健診 13:30～14:30 満濃農改センター

22日貊 行政相談 9:00～12:00 琴南農改センター

25日豺 健康相談 13:30～14:30 小池集会所

27日貉 乳幼児健診 13:30～14:30 満濃農改センター

28日貅

こころの健康相談
（要予約薀73-0126）

琴平ゆうあいの家

精神保健福祉相談 9:00～12:00 役場本庁

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

心配ごと相談 13:00～16:00 仲南支所

日 科 医療機関名 電話番号

3日 内科 池田内科医院 73－2366

10日
内科 森内科医院 73－4188

外科 山田外科医院 73－5211

17日 内科 林医院 75－5125

24日
内科 岩闢医院 75－5161

外科 松浦外科胃腸科医院 75－3211

31日 内科 岩佐病院 73－3535

※当番医は予告なく変更される場合があります。ご了承ください。

平成20年  町内の110番119番
区　分 6月中 1月からの累計

交通事故

物損（件） 20（26） 178（191）

人身（件） 21（10） 100（ 86）

死亡（件） 0（ 0） 1（ 0）

救急出動
火災（件） 0（ 2） 8（ 17）

救急（件） 66（58） 461（449）

（　　）は昨年同期

とき 大会名 場所 結　果

6
月
24
日
貂

まんのう町
グラウンドゴル
フ協会杯大会

吉野公民館
グラウンド
参加 :75人

優　勝：貞闊トシ子（炭所東）

準優勝：旭　昇（新目）

第3位：武田正治（吉野）

8月は同和問題啓発強調月間です
　この機会に同和問題を正しく理解し、誤った
見方や考え方を改め、「人が人を差別するのはお
かしい。間違い
だ。」ということ
の認識を深めま
しょう。
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8月の行事予定・休日当番医・町内の110番119番・スポーツの結果
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長炭小学校記者クラブ 

学校美術館 

な
か
よ
し
活
動 

     

　
長
炭
小
学
校
で
は
、
一
年
生
か
ら
六

年
生
ま
で
十
班
に
分
か
れ
て
、
な
か
よ

し
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
四
月
に
は

春
の
遠
足
が
あ
り
、
毎
月
二
、
三
、
四

週
目
に
は
体
力
づ
く
り
で
大
縄
と
び
を

し
ま
す
。
毎
週
月
曜
日
に
は
、
な
か
よ

し
清
掃
が
あ
り
ま
す
。 

　
四
月
十
五
日
に
は
、
春
の
遠
足
が
あ

り
ま
し
た
。
全
校
生
で
ま
ん
の
う
公
園

へ
行
き
ま
し
た
。
最
初
に
芝
生
広
場
で

ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
「
人

間
ち
え
の
輪
」
を
し
ま
し
た
。
班
の
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
か
ら
ん
だ
手
を

ほ
ど
き
ま
し
た
。
ぼ
く
の
班
は
、
少
し

お
そ
か
っ
た
け
ど
で
き
ま
し
た
。
う
ま

く
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
少
な

い
人
数
で
遊
ぶ
よ
り
み
ん
な
で
ゲ
ー
ム

を
す
る
の
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
次
に

班
ご
と
に
遊
ん
だ
り
お
弁
当
を
食
べ
た

り
し
ま
し
た
。
ぼ
く
が
一
番
楽
し
か
っ

た
の
は
、
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
で
す
。
エ

ッ
ク
ス
ス
ラ
イ
ダ
ー
も
す
べ
り
台
が
長

い
の
で
と
て
も
お
も
し
ろ
い
で
す
。
新

し
く
入
っ
た
一
年
生
も
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。 

　
次
に
、
な
か
よ
し
清
掃
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。
な
か
よ
し
清
掃
は
、
毎
週

月
曜
日
に
あ
り
ま
す
。
晴
れ
の
日
は
協

力
し
て
外
で
草
抜
き
を
し
、
雨
の
日
は

校
内
で
ろ
う
下
な
ど
を
ふ
き
ま
す
。
最

近
は
よ
く
外
で
草
抜
き
を
し
ま
す
。
雨

が
多
い
の
で
、
そ
の
後
は
草
が
抜
き
や

す
い
で
す
。
草
が
多
く
て
大
変
で
し
た
。

夏
な
の
で
す
ぐ
草
が
大
き
く
の
び
て
し

ま
う
の
で
、
が
ん
ば
ら
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
。
草
が
う
ま
く
抜
け
な
い
時
は
、

草
け
ず
り
な
ど
を
使
い
ま
す
。
前
の
清

掃
で
は
、
た
く
さ
ん
草
を
抜
く
こ
と
が

で
き
て
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
で
す
。 

　
最
後
に
体
力
づ
く
り
に
つ
い
て
述
べ

ま
す
。
毎
月
二
、
三
、
四
週
に
大
縄
と

び
を
し
ま
す
。
ぼ
く
の
班
は
、
百
三
十

五
回
と
び
ま
し
た
。
今
回
一
番
い
い
記

録
で
し
た
。
み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ
た

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
久
し
ぶ
り
に
い

い
運
動
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
あ
ま

り
た
く
さ
ん
と
べ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

や
っ
て
い
く
う
ち
に
だ
ん
だ
ん
と
ぶ
回

数
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
縄
を
回
す

と
き
、
み
ん
な
が
と
び
や
す
い
よ
う
に

気
を
つ
け
て
回
し
て
い
ま
す
。
一
年
生

も
上
手
に
と
ん
で
い
て
す
ご
い
と
思
い

ま
し
た
。 

　
な
か
よ
し
活
動
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
同
じ
学
年
の

友
達
と
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
学

年
の
子
と
遊
ぶ
楽
し
さ
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。 

広報誌にお子さんの写真を掲載しませんか？ 
1～3歳のお子さんの写真を募集しています。 

問い合わせ先　企画政策課　�（73）0106

元気にすくすく育ってね。 
保護者からのメッセージ 

【前】島 尾  咲 穂ちゃん（3歳） 

父：慎也さん、母：量子さん 

し ま お りゅうと さ　  ほ し ま お 

平成16年10月4日生（四條） 
【後】島 尾  颯 人ちゃん（1歳） 

平成19年2月25日生（四條） 

長炭小学校  6年 
蓮 井  良 通 

「きれいな歯」 

満濃南小学校  2年 

行成ゆめの 

満濃南小学校  6年 

大 西 莉 奈 




